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28．　放射化分析による筋肉電解質

　　　　　　濃度の測定

鎮日和夫，’佐久間真樹，○柴芝良昌

　　　　（東京大学・巾尾内科）

　筋電解質の放射化分析は，1962年swedenのBerg－

stiomらにより報告されておるが，われわれは，それを

臨床的に応用するために，化学的測定と，放射化分析と

の測定精度の検討を行なったので，報告する．犬から

200～300mgの筋肉を生検し，その一部，約20mg～30mg

を刊いて放射化分析を行なった，放射化分析用の少量の

筋肉組織をMettler　autobalanceにて秤冠し，110°にて

24時問乾燥し，水分含量を測定，乾燥後工一テル，石油

工一テルにて脂肪抽出を行ない，ポリエチレン管に密閉

し，standard　solution（KCI　50mEq／1，　Na　HL・　PO450mEq

／1）とともに，東京原子力産業原一r炉，neutron－flux

8×10iL　ucm一2　sec－tで放射化を行なった．照射時間は

Clの測定には40分，　Na，　kの分析には，同一一検休を再度

5時聞照射した．測止はactivationの終了とともに，ホ

リエチレン管より，他の測定管に移し，Clの測定は256

multi－channel　pulse　hight　analizerを用い，2．15Mev

のpeakにて測定した．　NaおよびKの測定にはEndo－

window型GM管にて，　absorbor　1685rng／cm　L’，882mg，t

cm2を用いて測定した．　Na，　Cl，　Kの含有量よりCI．　space

により，細胞内濃度を算出した．同一検体の化学的測定

値および放射化分析f「〔につきpaired　testを行なうと．

両測定値の差の平均値は／．　40mEq　llでSEは±4．84で

ある．

29．　ヒューマンカウンターを利用し

た40K測定法による定期性四肢麻痺

　　　　　　のカリウム代謝

　　永井輝夫
（放医研臨床研究部）

　カリウム代謝異常を伴なう疾患は多く，体内カリウム

量を測定することは臨床的に屯要である．42Kを利用す

るtotal　exchangeable　potassium　il願‖定は，42Kの半減

期が短くわが国ではいまだ行ないがたく，またその測定

値も必ずしも正確ではないきらいがある．

　近年ヒ＝一マンカウンターが利用しうるようになり，

体内カリウム内に一定の割合で含まれる天然放射性カリ

ウム（4∩K）の放射能を測定することによって体内カリ

ウム量を直接測定しうるようになった．

　定期性四肢麻痺例5例，対照例7例をヒューマンカウ

ンターで測定’し体内総カリウム量を算出した．カリウム

量算出には身体模型ファントム（一定辻のKCIを含む）

を川いるin　vitro　calibration法と，測定同一対象に極

く微量の42Kを経口投与するin　vitro　calibration法の

両法が用いられ，両calibration法ありの結果が比較さ

れた．

　同時に同一対象にa・H，・Oが経口投与され体液量が液体

シンチレーション計数法によって求められた．休液量を

基礎に“lean　body　mass”および体脂肪量が算出された・

　定期性四肢痺群と対照群との聞にはlean　body　mass

単位量あたりのカリウム吊は大差なく，両群とも体内総

カリウムぽと体重との相関はわるく，lean　body　mass総

量とが相関はよかった，

　ヒューマンカウンター法はカリウム代謝異常を伴なう

神経筋肉性疾患の研究に今後重要な役割を演じていくも

のと考えられる，

30．3H－Thymidine，3H・Cytidineの

　in　vitro　labelingの臨床的応用

件屋　旭，○田中利彦

岡野滋樹，松井謙吾
（横浜大学・放射線科）

　3H－－thymidine，3H－cytidineを用いて人悪性腫瘍の

増殖をin　vi亡roによりそれぞれIabeling　indexを指標

として検索する．

　方法：ill　vi亡ro　labelingはYLE．仔牛」llL清添JJII液を川

い，37，C，30分，　incubateした（：iH－thymidine，お

よび3H－cytidineを別々に添／川）．約80例の悪性腫瘍の

組織切片を用いた（2mmφ）．　autoradiographyはstri－

pping法による．

　結果：1．組織片のlabeling　indexは周辺部より100

～3DOtLの深さまでであった．

　2．組織学的にみて癌胞巣の最外層ならびに未分化な

細胞に暑：明なDNAの合成が1、メめられた・

　3．　組織内における3H－thymidine，3H－cytidineの

分布は非常に不均等である．

　4．腫瘍組織の核酸合成率
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